
JA総合営農研究会 第63回公開研究会 

青果物の消費・流通の変化と

加工・業務用野菜
〜生命地域総合産業をめざして〜 

2023年11月10日 ㈮ 13:00〜18:00 11日 ㈯ 9:00〜12:00

会場 （1日目）JAビル302会議室（カンファレンス） 

（2日目）3202／3203会議室（全農） 
オンライン参加可（webex使用）

---------------------- 開催趣旨 ---------------------- 

女性の社会進出、単身世帯の増加、高齢化
の進展により青果物に対する消費者のニーズ
と消費形態は大きく変化している。冷凍食品
や加工・調理食品が増加するとともに野菜消
費は簡便性が求められ、袋ものや半調理キッ
トなど惣菜コーナが多様な世代に受け入れら
れている。国内の野菜消費量のうち加工・業
務用野菜は約4割の532万ｔであり、輸入量は
166万ｔに達し、今後も増加すると予想される。
日本での野菜の生き残り策の一つとして加
工・業務用野菜への対応が求められている。 
 まず、基調報告は、青果物の消費・流通の
変化と加工・業務用野菜についての総括的な
動向を踏まえて、カット野菜のリレー産地化
および産地戦略の問題提起である。そして、
カット野菜のリレー産地化のシステムおよび
産地での加工業務用野菜の取り組みと産地戦
略が具体的な事例報告で提示される。以上を
踏まえて、日本での野菜の販売・生産につい
て産地戦略を議論する。

 
発表者と発表内 

青果物の消費・流通の変化と加工業務用野菜 
－産地戦略を考える 

仲野 隆三（JA総合営農研究会 副代表委員） 

県域での冷凍野菜の製造・販売事業について 
伊豆元 文博（ジェイエイフーズみやざき 業務部原料課課長 

） 

JA独自でのカット・パッケージ事業について 
芝間 和重（JAやさと 営農流通部産直課課長） 

加工・業務用キャベツの 
周年全国リレー出荷システム 

木村 幸雄（野菜流通カット協議会会長） 

キノコ等の6次産業化の取り組み
佐々木 真（JA中野市 常務理事） 

出川 秀隆（JA中野市 営農部販売開発課課長） 

JA総合営農研究会 
（旧 JA-IT研究会） 

● 全国農業協同組合中央会（JA 全中）営農・担い手支援部営農企画課内

● 全国農業協同組合連合会（JA 全農）耕種総合対策部統括課内

● 一般社団法人農山漁村文化協会（農文協）経営局文化活動グループ内

〒335-0022 埼玉県戸田市上戸田2−2−2  TEL:048-233-9336  FAX:048-299-2815

事例報告③ 

事例報告② 

事例報告① 

事例報告④ 

基調報告 

発表者と発表内容 



11月10日 ㈮ 

12:00〜 受付 
13:00〜13:15 開会挨拶 

13:15〜14:30 

青果物の消費・流通の変化と加工業務用野菜
－産地戦略を考える 
◆仲野隆三（JA総合営農研究会 副代表委員）

9:00〜10:00 

10:10〜11:10 

11月11日 ㈯ 

加工・業務用キャベツの 
周年全国リレー出荷システム 
◆木村 幸雄（野菜流通カット協議会会長）

キノコ等の6次産業化の取り組み 
◆佐々木真（JA中野市 常務理事）
◆出川秀隆（JA中野市 営農部販売開発課課長）

14:45〜15:45 

16:00〜17:00 

県域での冷凍野菜の製造・販売事業について 
◆伊豆元文博（ジェイエイフーズみやざき業務部原料課課長）

JA独自でのカット・パッケージ事業について 
◆芝間和重（JAやさと営農流通部産直課課長）

11:15〜11:50 質疑・討論 
11:50〜12:00 閉会挨拶 

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 

13:00〜15:00 2023年度 第2回運営委員会（委員のみ）

17:00〜17:45 質疑・討論 
◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 

18:00〜20:00 交流懇親（別会場） 

会員：12,000円（交流懇親会費込み） 
正会員・生産法人会員・団体特別会員で2人目以降は9,000円 

非会員：17,000円（交流懇親会費込み） 
※ 事前にお振り込みください（振り込み先は別途お知らせします）。

または当日会場にて現金でお支払いください。

※ 参加費に宿泊費は含まれていません。宿泊は各自でご手配ください。 

JA 総合営農研究会ホームページ上の参加申し込みフォームから
お申し込みいただけます。 

JA総合営農研究会 

申し込み締切   2023年10月30日（月） 
※ 締切日を過ぎてのお申し込みは、事務局宛ご相談ください。 

問い合わせ先：JA総合営農研究会事務局 
（一社）農文協 経営局文化活動グループ内 
TEL: 048-233-9336 E-mail: info@ja-it.net 

＊ 当日、体調不良・体温が37.5度以上ある場合は、参加をご
遠慮いただけますようお願いいたします。 

JAビル3階 302会議室（1日目）3202/3203会議室（2日目） 

▶︎地下鉄「大手町」駅（地下1階にてC2b出口直結

プログラム 

事例報告① 

参加費 

参加お申し込み方法 

注意事項 

JA 総合営農研究会に入会し、実践交流しませんか？ 

☆ 入会案内パンフレット（入会申込書付）がございますので、
お問い合わせ・ご請求ください。  TEL：048−233−9336
（農文協 担当：嶋川） 

★ 年会費 
正会員 20,000円   ＊単位農協（県1JAについては地区事業本部等） 
生産法人会員  5,000円 ＊集落営農、農業生産法人 

JA総合営農研究会ホームページ 

ja-it.net 
次回の公開研究会案内や過去の
報告内容などを掲載しています。 

２日目 

会場 

基調報告 

事例報告③ 

事例報告④ 

事例報告② 

事例報告③ 

1日目：受付外のエレベーターま
たはエスカレーターで3階会議室
に直接行くことができます。 

mailto:info@ja-it.net
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